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公益社団法人

徳島県労働者福祉協議会連合徳島
日本労働組合総連合会徳島県連合会
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全労済から「こくみん共済 coop」へ

とくしま地域若者サポートステーション（以下、サポステ）は、15歳から49歳までの就職を希望する若者等を対象
に、就職や今後のキャリアに関する相談・就労支援活動を行っている事業所です。相談者に応じた支援メニューを
随時提供していますが、今年度からサポステの活動紹介と併せ、若者の「どこに相談していいかわからない」、関わ
る方々の「若者にどう接していいかわからない」といった、ご本人やご家族、教育機関やその他支援機関において、
日々若者に接していらっしゃる皆さまのお悩みに寄り添う公開セミナーを開催いたします。認知行動療法等の心理
学を通じて、若者との関わり方や支援の方法をサポステで一緒に学びませんか？若者の自律に少しでも関心のある
方のご参加をお待ちしております。
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に、就職や今後のキャリアに関する相談・就労支援活動を行っている事業所です。相談者に応じた支援メニューを
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日々若者に接していらっしゃる皆さまのお悩みに寄り添う公開セミナーを開催いたします。認知行動療法等の心理
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■講　師
　国立大学法人鳴門教育大学大学院学校教育研究科
　人間教育専攻心理臨床コース
　　　　　　　准教授　古川　洋和　先生
学会及び社会における主な活動
●一般社団法人日本認知・行動療法学会　監事，代議員
●公認心理師養成大学教員連絡協議会　運営会議役員，  
事務局長  ●日本行動医学会　教育研修委員会委員長

■テーマ
　若者の自律について一緒に考えてみませんか？
　「地域若者サポートステーションと心理学」
■日　時
　2023年 7月29日（土）14時～15時30分
■会　場
　① 徳島市産業支援交流センター（アミコビル9階）
　② ZOOMウェビナー
■申込方法
　①または、 ②をお選びください。（要事前申込）
　※②の場合はメールアドレスが必要です。

若者を囲みともに学ぶ公開セミナーを開催します

申込HP

若者の自律について一緒に考えてみませんか？

とくしま地域若者サポートステーション

〒770-0831

徳島市寺島本町西1丁目 7-1 徳島駅前 171ビル 1階

Tel 088-602-0553  Email wakamono@toku-sapo.com

［相談日］月～金10時～ 18時・毎週土10時～ 17時

常設サテライトあわ地域若者サポートステーション

〒771-1402

阿波市吉野町西条字大内18-1 吉野中央公民館2階

Tel 088-637-7553  Email awa@toku-sapo.com

［相談日］月～金10時～ 18時・第 3土 10時～ 17時
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　６月20日（火）、ろ

うきんホールにお

いて徳島県労福協

の第14回（通算52

回）定時会員総会

が、理事・会員等

38名の出席のもと

開催されました。藤岡副会長の開会挨拶、総会成

立宣言の後、総会議長には連合徳島の島事務局長

が選出され、続けて主催者を代表して川越会長が

挨拶を述べました。

　来賓には後藤田正純徳島県知

事の代理として商工労働観光部

より井上晋一郎労働雇用戦略課

長、徳島市からは内藤佐和子徳

島市長が出席され、祝辞を述べ

られました。

　その後議案審議に入り、第１号議案「2022年度

事業報告及び収支決算について」、第２号議案

「理事及び監事の選任について」、第３号議案「会

費等に関する規程の一部改正について」が満場一

致で可決承認されました。

　さらに報告事項として、第１号報告「2022年度

剰余金の処分について」、第２号報告「2023年度

事業計画及び収支予算について」、第３号報告

「2030年ビジョンについて」、第４号報告「中期財

政健全化計画（後期）について」についても確認さ

れました。

　その他として川越会長より永年勤続表彰を行い

たい旨の提案があり、職員４名がそれぞれ20年、

10年の永年勤続について表彰状が授与されました。

　この後、10分程度の休会に入り、その間に第１回の

理事会が開催され、議長を務めた新居副会長より理

事会報告がありました。

　続けて、本総会終結をもって退任する川越会長、

藤岡副会長、三橋専務理事、山藤理事、板東監事よ

り、それぞれ退任の挨拶が述べられ、事務局スタッフ

より花束が贈呈されました。そして今回新任となった

森本会長、島副会長、梶本専務理事、坂尾理事、大

久保監事を代表して、森本会長より就任の挨拶が述

べられました。

　すべての議事が終了した後、島議長は議長の任を

解かれ、最後に大谷副会長より閉会の挨拶が述べら

れました。

第14回（通算52回）定時会員総会の開催

【退任役員】
　川越　敏良（徳島県労福協）
　藤岡　一雄（こくみん共済 coop 徳島推進本部）
　三橋　松男（徳島県労福協）
　山藤　正義（徳島県退職者連合）
　板東啓太郎（四国労働金庫徳島営業本部）

【新任役員】
　森本　佳広（徳島県労福協）
　島　　和久（連合徳島）
　梶本　一夫（徳島県労福協）
　坂尾　直也（徳島県退職者連合）
　大久保達夫（四国労働金庫徳島営業本部）

〈2023年度 役員名簿〉

役 職 名 氏　　名 所　属　等
会 長

副 会 長

専 務 理 事

常 務 理 事

　　

理　　事

　

監　　事

森 本　佳 広
島　 　和 久
大 谷　竹 人
新 居　栄 治
梶 本　一 夫
兼 松　文 子
福 本　 　純
久 積　育 郎
大 地　　 均
大久保 秀 幸
坂 尾　直 也
瀧　 　誠 司
佐 藤　健 二
和 泉　芳 枝
三 木　裕 子
大久保　達 夫
藤  原　  　茂
乾　  　浩  二

公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
日本労働組合総連合会徳島県連合会
こくみん共済 coop 徳島推進本部（予）
四 国 労 働 金 庫 徳 島 営 業 本 部
公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
公益財団法人徳島県勤労者福祉ネットワーク
全 徳 島 建 設 労 働 組 合
徳島県生活協同組合連合会とくしま生協
徳 島 県 退 職 者 連 合
学 識 経 験 者
学 識 経 験 者
学 識 経 験 者
学 識 経 験 者
四国労働金庫徳島営業本部
学 識 経 験 者
こくみん共済 coop 徳島推進本部
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連　　合

第94回徳島中央メーデー

　第 94 回徳島中央メーデーを 2023 年５月１

日（月）に新町川公園（御成婚広場）において、

連合徳島各構成組織等から約 1,000人が集ま

って４年ぶりに通常開催をすることができま

した。

　メーデー実行委員会の岡副実行委員長の開

会挨拶に続いて、議長団に連合徳島小合副会

長、連合徳島女性委員会三木事務局長を選出

した後、主催者を代表して大谷実行委員長よ

り「第 94 回徳島中央メーデーにご参加いただ

いた関係各位に心から敬意を表すとともに感

謝を申し上げます。全国各地のメーデーに各

産別や単組から組合員が結集して、労働者の

地位や労働条件の向上にとどまらず、人権や

労働基本権の確立、民主主義の発展、恒久平和

を求めるなど、社会に向けてメッセージを発

信しています。 私は『平和』であるからこそ、

『働くことを軸とする安心社会』や『誰一人取

り残されることのない社会』の実現できると

確信しています。本日のメーデーを契機に、労

働組合として組合員を含めてすべての労働者

の地位向上とともに、恒久平和を求める取り

組みの推進を全体で確認しましょう」と挨拶

しました。

　続いて、ご来賓としてご出席をされた飯泉

嘉門徳島県知事、内藤佐和子徳島市長、労働福

祉事業団体を代表して四国労働金庫徳島営業

本部新居栄治本部長、連合徳島議員ネットワ

ークを代表して庄野昌彦県議会議員、仁木博

文衆議院議員、連合徳島推薦議員団からの連

帯の挨拶をいただきました。

　プラカードコンテストには、11 の構成組織

からの出展があり、メーデー大賞に JP 労組、

優秀賞に電機連合、努力賞に県教組と徳島市

農協労組が選ばれました。

　その後、①2023 中小春季生活闘争未解決組

合を支援する特別決議（案）②良質な公共サー

ビスの確立を求める特別決議（案）③ロシアの

ウクライナ軍事侵攻の即時停戦と撤退を求め

る特別決議（案）の４つの特別決議（案）と、第

94 回メーデー宣言（案）が提案され、会場全体

の拍手で採択がされました。

　連合徳島宮本副会長の閉会挨拶と大谷実行

委員長による団結ガンバローで閉会の後、大

谷実行委員長と推薦議員団の掲げる横断幕を

先頭に、連合徳島青年委員会がシュプレヒコ

ールを発し、組合旗を掲げた組合員が、新町～

両国～元町を労働者の地位向上・労働条件向

上等を訴えデモ行進を行いました。終了後、地

産地消賞品と構成組織賞品の抽選会を実施し

て、第 94 回徳島中央メーデーを終了しました。
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200-2023-003

ＮＰＯ・ボランティア団体のみなさまへ !

２０23年度「助成金制度」の
助成先団体を募集します。
　２０23年６月１日～２０23年７月３１日
(２０23 年１０月～２０２4年９月末までに実施する事業が対象 )

※「助成金募集」は年１回です。

福祉金融機関の「ろうきん」だから
出来ること！

四国ろうきん「助成金制度」
社会福祉、高齢者問題、文化や
国際交流などの「福祉活動」を対象とし、
非営利で、公共性の高い
活動をしている団体に対し、
応募申請をもとに審査・選定し、
助成金を贈呈する制度です。

助成対象団体は、ＮＰＯ法人、社会福祉法人、その他住民の福祉の増進を
図ることを目的とする法人及び任意団体です。
（１）四国内に主たる事務所を有する団体。
（２）組織の運営に関する定款又は会則・規約があり、決算報告書
　　 又は収支報告書の作成がされている団体。
（３）１年以上の活動実績を有し、引き続き活動できる団体。
（４）１０人以上の会員を有する団体。
（５）当金庫に助成金受取口座を開設できる団体。
その他詳細は、助成金申請書の応募募集要綱に記載しています。
　また、四国労働金庫ホームページ https://www.shikoku-rokin.or.jp の
「四国ろうきんについて」より、「社会貢献活動」でもご覧いただけます。
　　※労働組合や労働団体、自治会・町内会（コミュニティー）、ＰＴＡ、校区の
　　　子供会、婦人会・老人会等については、助成対象外といたします。

■助成金額

※詳細は、ホームページ等でご確認ください。

■助成対象団体の条件

1団体　20万円以内
過去に助成実績のある団体は10万円以内

四国労働金庫 経営統括部 　
　　　TEL.087-811-8004
E- メールアドレス：

　　manage@shikoku-rokin.or.jp
または最寄りの営業店にお問い合わせください。

四国ろうきんの助成金制度

■助成金以外のサポート制度
●手数料の免除
福祉活動を目的とする団体に対し為替手数料や証明書発行手数料
を免除し、団体の活動を支援いたします。
●ＮＰＯ事業サポートローン
法人格取得前も含め3 年以上の活動実績があり、かつ法人格取得
後1 事業年度の決算が確定している団体に対し、無担保500 万
円･有担保 3,000 万円以内の融資制度を用意しています。

●ろうきん施設の利用
ろうきんが認定した団体であれば、一部の営業店の会議室やロビー
を利用することが出来ます。

お問合わせ先

過去21年間に

529件、8,721万円
の助成を行っています。



こくみん共済こども保障タイプ
へのご加入１件につき、
なわとび・長なわ１本が寄贈さ
れます。

2023年5月19日（金）
　徳島市教育委員会様にも本プロジェク
トの主旨にご賛同いただき、横断旗400
本、なわとび1,392本、長なわ150本を
寄贈させていただきました。
　各学校現場で非常に役立っているとの
声をいただいております。

マイカー共済の見積も
り１件につき横断旗を
１本寄贈します。

各地域の小学校・教育委員会等 各地域の交通安全協会等

贈呈式の様子贈呈式の様子

と　く　し　ま　労　福　協

　こくみん共済 coop では2023年6月から2024年の５月の一年間
を通じて「こどもの成長応援プロジェクト」と「7才の交通安全
プロジェクト」を実施します。
「こどもの成長応援プロジェクト」とは、こどもの体力低下が社
会課題となっている昨今こどもの健やかな成長と健康の増進、そして、
安心の将来のために、なわとびと長なわを寄贈する取り組みです。
「7才の交通安全プロジェクト」とは、交通事故のリスクが急激に
高まる7才（小学校入学時）の子をはじめ、未来あるこども達を交通
事故から守りたいという思いから、横断旗を寄贈する取り組みです。

子どもたちの成長と安全を守りつづけるために
なわとび・長なわ、横断旗を贈ろう！！

2023年7月（５）　

こくみん共済 coop

こくみん共済  coop
公式キャラクター 　
 ピットくん

対象期間  2023年6月1日～ 2024年5月31日

この間の徳島推進本部の取り組み紹介この間の徳島推進本部の取り組み紹介
是非、本取り組みへのご協力をお願いします。

取り組み方法

寄　贈　先 寄 　 贈 　 先

取り組み方法

3622Z007
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勤労者福祉ネットワーク

◆第 11 回  評議員会開催
　6月22日（木）、アスティとくしま第２特別会議室
において勤労者福祉ネットワーク第11回評議員会
を、評議員９名、役員12名出席のもと開催いたし
ました。

　2023 年度はガバナンス強化推進元年
　久積育郎理事長は、冒頭挨拶の中で、2022年度
は財団にとって設立 25周年という大きな節目の
年だったこと、さまざまな記念事業に取り組み、
3月3日（金）の記念式典、3月4日（土）の玉岡かおる
さんの「春いちばん！賀川ハルの生涯」の記念講
演をもって無事に終了し、新たなスタートを切っ
たことを報告しました。
　新たなスタートに際し、スタッフが100名を超
える現在の財団事業体にふさわしいガバナンスを
確立するため、専門家を交え議論し、「財団ガバ
ナンス強化基本方針」を理事会でも確認、策定し
たこと等を報告しながら主要課題として、
　①拡大する財団事業に対応して、広く関係方面
から、理事・監事・評議員等の就任を求めて
いくこと、併せて執行役員を新設し、その上
で政府の2030目標に基づき女性比率を30％以
上とすること。

　②事業拡大に伴い、県南・県西での事務所設置
をはかること。

　③公益認定以降そのまま据え置きとなってい
た、賃金・報酬表を改定すること。

　④コンプライアンスの拡充をはかると共に、マ
ネージメント体制の強化へ向け、人材育成を
はかること。

　⑤財団の理念を学び、南海トラフ大地震に備え
るため、全スタッフが「賀川豊彦学校」の修
了と防災士の資格取得をめざすこと。

　の５つを掲げ、決意を新たにしました。

新たな評議員役員（理事・監事）を選任
　今年度は役員改選の年。６名の評議員の補欠選任
と新たな役員の選任を行いました。

労福協川越会長に感謝状
　この度の評議員会をもって、労福協前会長の川
越敏良氏が財団副理事長を退任されました。長年
の労に対し感謝状と花束を贈呈、記念品として、
退任後趣味のバイクとウォーキングを楽しみたい
とのことで、ヘルメットとウォーキングシューズ
を贈りました。

第１号議案　2022年度貸借対照表、損益計算書、貸借対照表及び
　　　　　　損益計算書付属明細、財産目録承認の件
　　　　　　（2022年度事業報告並びに事業報告の付属明細含む）
第２号議案　ガバナンス強化に伴う財団の定款、規程等の改定についての件
第３号議案　評議員補欠選任の件
第４号議案　任期満了に伴う役員選任の件

第11回評議員会議事は下記の通りです。それぞれを提案し、満場一致で可決承認されました。

2022年度決算書類
　・貸借対照表・財産目録
　・正味財産増減計算書
　・正味財産増減計算内訳書
　については、webにて公開→

久積育郎理事長冒頭挨拶

「感謝状贈呈」労福協前会長川越敏良氏へ

新たな評議員・役員名簿は
webで公開しています。
こちらのQRコードから
ご覧ください。
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地域ライフサポートセンターの活動

2023年7月（７）

徳島中央ライフサポートセンター
～第14回定期総会を開催しました～
　＊と　き　2023年５月24日（水）
　＊ところ　ヒューマンわーくぴあ徳島
　　　　　　5階大ホール

　５月24日（水）18時からヒューマンわーくぴあ徳島５階

大ホールにて第14回定期総会を開催しました。

　丹下副会長の開会あいさつの後、議長に四国労働金庫

の藤本代議員が承認され、資格審査・総会運営委員には

こくみん共済 coop 徳島推進本部の久保代議員が選出さ

れました。

　徳島中央ライフサポー

トセンターを代表し、宮本

会長が「早いもので、設立

から13年を迎えましたが、

改めてライフサポートセ

ンターの役割を認識し、地

域に根差した顔の見える運動を積極的に展開し、地域住

民の生活をサポートする地域福祉の拠点としての役割を

積極的に果たしていきたい」と挨拶がありました。

　続いて、来賓の徳島県商工労働観光部井上労働雇用戦

略課長、大谷連合徳島会長、徳島県労働者福祉協議会川越

会長より挨拶を頂きました。

　森本副会長の祝電披露の後、久保資格審査委員より、代

議員総数28名中、出席代議員27名（うち委任状提出者９

名）の出席報告があり、議長より総会の成立が宣言されま

した。

　報告事項では、2022年度活動経過報告・2022年度会計

報告を松本事務局長より、会計監査報告を穴吹幹事から

提案され、賛成多数で承認されました。

　引き続き、議事に入り、第1号議案2023年度活動方針

（案）、第2号議案2023年度予算（案）を松本事務局長が提案

し、それぞれ賛成多数で承認されました。

　次に第3号議案2023徳島中央ライフサポートセンター

役員の選出（案）が宮本会長から提案され、満場一致で承

認されました。

　最後に、谷本副会長の「ただいま承認いただいた活動方

針に基づき、地域福祉の拠点としての活動に取り組む」と

の決意表明がされ、第14回定期総会は終了しました。

キウイ体験祭り（開催予定）
　＊と　き　　2023年11月11日（土）

　＊ところ　　佐那河内村キウイ果樹園

　＊参加費　　５００円／一人

　＊申し込みについては、９月中旬にHPで募集いたし

ます。申込み多数の場合は厳正なる抽選を行います。

徳島西部ライフサポートセンター
～第18回徳島西部ＬＳＣ定期総会を開催～

　5月24日（水）に徳島西部ライフサポートセンター第18

回定期総会を行いました。4年ぶりに大黒屋での開催と

なり、出席代議員20名、委任状7名の計27名、役員や来賓

の方々も参加の通常開催となりました。

　主催者を代表して桐川会長より「アフターコロナの中、

徳島西部ライフサポートセンターの役割をしっかりと

前へ進めていきたい」との挨拶がありました。続いて、来

賓の連合徳島島事務局長や徳島県労働者福祉協議会三

橋専務理事、竹内県議、三好市議会議員の方々からも挨

拶をいただきました。

　報告議事に移り、第1号議案　2022年度活動経過報告、

第2号議案　2022年度決算報告、第3号議案　2022年度会

計監査報告があり、満場一致で承認されました。引き続

いて、第4号議案　2023年度活動方針案、第5号議案　

2023年度予算案も満場一致で承認され、新役員も決定し、

無事終了となりました。

　物価高騰など厳しい社会背景の下、働く者の環境や雇

用を守り、生活に安心を取り戻す取り組みがますます重

要となっています。2023年度も幅広い勤労者層と地域社

会に根ざす「労働と生活」をサポートする運動体として、

日々の生活の中での困りごとへの法律相談や生活困窮

者支援相談、また、若者のための就労相談等々を連携し

て行って参ります。今後もご支援、ご協力をよろしくお

願いいたします。

徳島南部ライフサポートセンター

～第13回徳島南部ＬＳＣ定期総会を開催～

　5月30日（火）18時30分から、阿南市文化会館研修室に

おいて第13回徳島南部ライフサポートセンター定期総

会を開催しました。

　四国ろうきん 金泉副会長の開会

挨拶の後、議長には阿南市職労連 上

西代議員が承認されました。

　主催者を代表して岩佐洋志会長よ

り「連帯・共同でつくる安心・共生

の福祉社会を実現するための地域拠点としての役割を

果たしていきたい」と挨拶し、また各事業の展開にご協

力ご支援いただいた皆様への感謝の言葉が述べられま

した。

　続いて、徳島県労働者福祉協議会 川越敏良会長、仁木

啓人県議、藤本圭市議、橋本幸子市議、徳退連南部地協 

廣田幸雄会長から挨拶をいただ

きました。徳島県勤労者福祉ネッ

トワーク 石堂副会長より、表原

立磨阿南市長、連合徳島 大谷竹

人会長からのメッセージが披露

されました。

　新日本電工労組 中島副会長より資格審査報告があり、

代議員総数45名中、出席代議員45名（うち委任状27名）の

出席があり総会の成立要件を満たしていることの報告

がされ、全体の拍手で確認されました。

　議事に移り、2022年度活動経過報告、2022年度会計報

告が事務局より一括報告、新日本電工労組 岩佐監事よ

り会計監査報告があり、満場一致で承認されました。引

き続き、2023年度活動方針案、2023年度予算案が提案さ

れ、満場一致で承認されました。

　最後に「本日承認された方針のもと、様々な関連機関

とも連携し、この活動を積極的に進めていくことを確認

しあい、共に頑張りましょう」とフレッセ阿南支部 森口

副会長より閉会挨拶があり、総会が無事終了しました。

＜徳島中央ライフサポートセンター役員＞ 2023年5月現在

役 職 名 氏　　　名 所 属 団 体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

宮 本 武 司
丹 下 智 博
乾 　 浩 二
森 本 　 光
杉 本 友 好
谷 本 　 智
賀 川 健 一
大 西 雄 大
松 本 光 弘
兼 松 拓 己
佐々木 美 紀
中 野 修 次
松 葉 貢 生
青 山 広 樹
橋  本　 　  敦
元 川 　 仁
山 本 恭 資
穴 吹 誠 司

徳 島 地 域 代 表
四 国 労 働 金 庫 徳 島 支 店
こくみん共済 coop徳島推進本部
フ レ ッ セ
徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
専 　 従
四 国 労 働 金 庫 徳 島 北 支 店
四 国 労 働 金 庫 鴨 島 支 店
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
東 部 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 壮 生
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表

（昨年の様子）



徳島中央ライフサポートセンター
～第14回定期総会を開催しました～
　＊と　き　2023年５月24日（水）
　＊ところ　ヒューマンわーくぴあ徳島
　　　　　　5階大ホール

　５月24日（水）18時からヒューマンわーくぴあ徳島５階

大ホールにて第14回定期総会を開催しました。

　丹下副会長の開会あいさつの後、議長に四国労働金庫

の藤本代議員が承認され、資格審査・総会運営委員には

こくみん共済 coop 徳島推進本部の久保代議員が選出さ

れました。

　徳島中央ライフサポー

トセンターを代表し、宮本

会長が「早いもので、設立

から13年を迎えましたが、

改めてライフサポートセ

ンターの役割を認識し、地

域に根差した顔の見える運動を積極的に展開し、地域住

民の生活をサポートする地域福祉の拠点としての役割を

積極的に果たしていきたい」と挨拶がありました。

　続いて、来賓の徳島県商工労働観光部井上労働雇用戦

略課長、大谷連合徳島会長、徳島県労働者福祉協議会川越

会長より挨拶を頂きました。

　森本副会長の祝電披露の後、久保資格審査委員より、代

議員総数28名中、出席代議員27名（うち委任状提出者９

名）の出席報告があり、議長より総会の成立が宣言されま

した。

　報告事項では、2022年度活動経過報告・2022年度会計

報告を松本事務局長より、会計監査報告を穴吹幹事から

提案され、賛成多数で承認されました。

　引き続き、議事に入り、第1号議案2023年度活動方針

（案）、第2号議案2023年度予算（案）を松本事務局長が提案

し、それぞれ賛成多数で承認されました。

　次に第3号議案2023徳島中央ライフサポートセンター

役員の選出（案）が宮本会長から提案され、満場一致で承

認されました。

　最後に、谷本副会長の「ただいま承認いただいた活動方

針に基づき、地域福祉の拠点としての活動に取り組む」と

の決意表明がされ、第14回定期総会は終了しました。

キウイ体験祭り（開催予定）
　＊と　き　　2023年11月11日（土）

　＊ところ　　佐那河内村キウイ果樹園

　＊参加費　　５００円／一人

　＊申し込みについては、９月中旬にHPで募集いたし

ます。申込み多数の場合は厳正なる抽選を行います。

徳島西部ライフサポートセンター
～第18回徳島西部ＬＳＣ定期総会を開催～

　5月24日（水）に徳島西部ライフサポートセンター第18

回定期総会を行いました。4年ぶりに大黒屋での開催と

なり、出席代議員20名、委任状7名の計27名、役員や来賓

の方々も参加の通常開催となりました。

　主催者を代表して桐川会長より「アフターコロナの中、

徳島西部ライフサポートセンターの役割をしっかりと

前へ進めていきたい」との挨拶がありました。続いて、来

賓の連合徳島島事務局長や徳島県労働者福祉協議会三

橋専務理事、竹内県議、三好市議会議員の方々からも挨

拶をいただきました。

　報告議事に移り、第1号議案　2022年度活動経過報告、

第2号議案　2022年度決算報告、第3号議案　2022年度会
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計監査報告があり、満場一致で承認されました。引き続

いて、第4号議案　2023年度活動方針案、第5号議案　

2023年度予算案も満場一致で承認され、新役員も決定し、

無事終了となりました。

　物価高騰など厳しい社会背景の下、働く者の環境や雇

用を守り、生活に安心を取り戻す取り組みがますます重

要となっています。2023年度も幅広い勤労者層と地域社

会に根ざす「労働と生活」をサポートする運動体として、

日々の生活の中での困りごとへの法律相談や生活困窮

者支援相談、また、若者のための就労相談等々を連携し

て行って参ります。今後もご支援、ご協力をよろしくお

願いいたします。

徳島南部ライフサポートセンター

～第13回徳島南部ＬＳＣ定期総会を開催～

　5月30日（火）18時30分から、阿南市文化会館研修室に

おいて第13回徳島南部ライフサポートセンター定期総

会を開催しました。

　四国ろうきん 金泉副会長の開会

挨拶の後、議長には阿南市職労連 上

西代議員が承認されました。

　主催者を代表して岩佐洋志会長よ

り「連帯・共同でつくる安心・共生

の福祉社会を実現するための地域拠点としての役割を

果たしていきたい」と挨拶し、また各事業の展開にご協

力ご支援いただいた皆様への感謝の言葉が述べられま

した。

　続いて、徳島県労働者福祉協議会 川越敏良会長、仁木

啓人県議、藤本圭市議、橋本幸子市議、徳退連南部地協 

廣田幸雄会長から挨拶をいただ

きました。徳島県勤労者福祉ネッ

トワーク 石堂副会長より、表原

立磨阿南市長、連合徳島 大谷竹

人会長からのメッセージが披露

されました。

　新日本電工労組 中島副会長より資格審査報告があり、

代議員総数45名中、出席代議員45名（うち委任状27名）の

出席があり総会の成立要件を満たしていることの報告

がされ、全体の拍手で確認されました。

　議事に移り、2022年度活動経過報告、2022年度会計報

告が事務局より一括報告、新日本電工労組 岩佐監事よ

り会計監査報告があり、満場一致で承認されました。引

き続き、2023年度活動方針案、2023年度予算案が提案さ

れ、満場一致で承認されました。

　最後に「本日承認された方針のもと、様々な関連機関

とも連携し、この活動を積極的に進めていくことを確認

しあい、共に頑張りましょう」とフレッセ阿南支部 森口

副会長より閉会挨拶があり、総会が無事終了しました。

役 職 名 氏　　　名 所属団体
会 　 　 　 長
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
事 務 局 長
理　　　 事
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃

監 　 　 　 事
　 〃 　

桐　川　裕　成
太田越　貴　久
乾　　　浩　二
佐　藤　良　子
斎　藤　英　司
南　　　　　馨
西　内　大　貴
尾　崎　道　郎
森　本　　　光
谷　口　清　美
近　藤　誠　志
工　藤　尚　美
切　上　明　彦
柏　尾　恭　平
井　本　泰　之
松　浦　英　人
鴫　原　祐　貴
逢　坂　宏　和
阿　部　和　彦

三好市職員労働組合連合会
四国労働金庫徳島西部ブロック副店長
こくみん共済 coop徳島推進本部事務局長
Ｐ Ｈ Ｃ 労 働 組 合 徳 島 地 区
連 合 徳 島 専 従
日本郵政グループ労働組合徳島西支部
阿波みよし農協 職 員労 働組合
四国電力労働組合池田支部
フ レ ッ セ
徳島県病院局職員労働組合三好病院支部
徳島県職員労働組合三好支部
徳島県職員労働組合美馬支部
美馬市職員労働組合連合会
つ る ぎ 町 職 員 労 働 組 合
三好市職員労働組合連合会
東みよし町職員労働組合連合会
ＰＨＣ労 働 組 合 徳 島 地 区
美 馬 農 協 職 員 労 働 組 合
四国労働金庫労働組合徳島県支部池田分会

＜徳島西部ライフサポートセンター役員＞ 2023年5月24日現在

役 職 名 氏 　  名 所 属 団 体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

岩 佐　洋 志
大 津　成 功
中 島　卓 也
金　泉　大　輔
乾 　　浩 二
森 口　芳 洋
石 堂　佳 子
益 田　英 明
前　川　和　広
篠 原　伸 明
谷 本　修 司
後　藤　駿　希
小　松　裕　哉
森　北　晃　示
和 田　龍 輔
市 塚　美由紀
川 野 典 昭
松　川　三　奈
岩 佐　幹 彦
福 永　史 織

自 治 労 阿 南 市 職 労 連
J P 労 組 徳 島 南 支 部
新日本電工労組 徳島支部
四国労働金庫 阿南支店
こくみん共済 coop 徳島推進本部
フ レ ッ セ 阿 南 支 部
徳島県勤労者福祉ネットワーク
専 　 　 従
紙パ連合王子新労  富岡支部
四国電労 阿南火力支部
倉敷紡績労組 徳島支部
自 治 労 阿 南 市 職 労 連
四電ビジネス労組　阿南総合支部
自 治 労 那 賀 町 職
自 治 労 牟 岐 町 職
全国一般　柏涛会支部
阿 南 農 協 労 組
南 部 地 協 女 性 委 員 会
新日本電工労組 徳島支部
自 治 労 徳 島 県 職

＜徳島南部ライフサポートセンター役員＞ 2023年6月 1日現
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特定非営利活動法人  壮　生

第15回通常総会開催

　2023年5月25日（木）ヒューマンわ～くぴあ

徳島において、正会員28名中26名の出席によ

り、第15回となる通常総会を開催しました。5

月8日に新型コロナウイルスがインフルエンザ

と同様である「5類」に引き下げられ、当初は

開催が危ぶまれましたが、盛大に開催するこ

とができました。

　会場には、職員や会員さんから提供された

アメリカンスモークツリー（ハグキノキ）と

真っ赤なアマリリスを飾りつけ、みんなで総

会を盛り上げようという、手作り感のある総

会となりました。

　来賓として、当法人の会

館管理業務の受託元である

（公社）徳島県労働者福祉

協議会川越敏良会長より挨

拶を受け、議長よりNPO法人太陽と緑の会、

NPO法人フードバンクとくしま、NPO法人と

くしまこども食堂ネットワークよりのメッセ

ージを紹介しました。

　2022年度事業活動報告並びに事業活動決算、

監査報告、2023年度事業活動計画及び事業活

動予算について承認をいただくとともに、定

款の一部変更についても承認をいただき終了

しました。また一年間活動にご協力よろしく

お願いします。

お申し込み・
お問い合わせは

高齢者同士の家事支援サービス機関
「助けたり 助けられたり」

が運営する

とくしま家事サポートセンター「サポート壮生」

特定非営利活動法人 壮  生

〒770-0942 徳島市昭和町3丁目 35番地 1
ヒューマンわーくぴあ2階（特非）壮生内

℡.088-625-6999 fax.088-625-5005

買物手伝い

掃除洗濯

役所手続き
代行

電器部品
取り替え

病院など
への送迎

庭の除草

その他
いろいろ

会員向けにこんなことをしています。
ご一緒に参加しませんか。

詳細は、

お問合せください。

 NPO法人  壮生
tel 088-625-6999
fax088-625-5005
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〈四国ろうきん ) の詳しい情報は各営業店にお電話で。

徳島市昭和町 3 丁 目 3 5 - 1         　 ☎  ( 0 8 8 )  6 2 3 - 1 1 1 1
三 好 市 池 田 町 サ ラ ダ 1 6 1 2 - 2 　     ☎  ( 0 8 8 3 )  7 2 - 0 3 9 9
板 野 郡 北 島 町 中 村 字 東 開 1 0 - 5 　    ☎  ( 0 8 8 )  6 9 8 - 1 1 1 1
阿 南 市 富 岡 町 ト ノ 町 7 1 - 2 0 　       ☎  ( 0 8 8 4 )  2 2 - 2 1 3 2
吉 野 川 市 鴨 島 町 鴨 島 3 4 2 - 1 　    　  ☎  ( 0 8 8 3 )  2 4 - 3 1 1 3

徳島ローンセンター
德島市中島田町 1 丁目 11 - 1
☎ ( 0 8 8 ) 6 3 4 - 1 0 0 0

徳島北ローンセンター
板野都北島町中村字東開 10 - 5
☎（088）698 - 1 1 1 2

徳 島 支 店
池 田 支 店
德 島 北 支 店
阿 南 支 店
鴨 島 支 店

761-2121-007

「こくみん共済  coop」は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心と
ゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛
同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の
組合員となることで、各種共済制度ををご利用いただけます。

徳島推進本部
（徳島県共済生活協同組合）
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